
                              

 

 

～令和２年度 重点目標～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

牧之原市立坂部小学校 

学校だより ９月号その２ 

令和２年９月１７日 

夢中になって取り組む子 

キャベツの苗をいただきました！ 
1町内会の村田様（1年生の村田ゆあさんの保護者）から、キャベツの苗をいただき、1年生から 

3年生まで、それぞれ畑に植え付けました。まん丸に育つキャベツを楽しみにお世話をしています。 

 

 

 

お礼 ありがとうございました！ 

5年生 稲刈り 大収穫！ 

9月9日(水)、自作の案山子に見守られた学校田の稲

刈りを行いました。里やまの会の皆様や須藤さんの御協

力のもと、鎌で刈る苦労を味わい、コンバインを操作

（？）しながらの稲刈りも体験しました。その後、脱穀

の作業も行い、あらためて毎日何気なく食べているお米

の大切さを実感することができました。 

４年生 環境学習（バイオガス発電について） 

9月10日(木)、4年生は白井工業団地にある(株)ゲ

ネシスの方を講師に招き、バイオガス発電について学習

しました。食品残渣や食品加工くずを原料として、電気

をつくるしくみについて学びました。 

３年生 社会見学（スーパーカネハチへ） 

9 月 9 日(水)、スーパーカネハチ榛原店へ行きまし

た。子供たちはレジや販売員の方々が工夫しているこ

とをインタビューしたり、大型の冷凍庫の中などを見

せていただいたりと、お店の方々の苦労や工夫してい

ることなど、たくさん学んできました。 



 

体育館に、換気のために大型扇風

機を2機設置しました。大きさ       

は、低学

年の子

供ほど

ある大

きなも

のです。 

家庭教育学級（1年生保護者対象）が9月4日（月）消防館で行 

われました。開校式後、陶山養護教諭による「新型コロナウイルス感

染拡大防止にむけて」の講話を聞

きました。講話では、校内におけ

る給食の準備等の対応策などの

動画を視聴しました。最後に「新

しい生活様式の中で生きる子供

たちは様々な制限の中で生活し 

ているため、たくさんのストレス 

を抱えています。だからこそ、               

ギュッと『ハグ』してあげてくだ

さい！」と、          さい。」と締めくくりました。学          

級生は、講師のお話をうなずいた

りメモをとったりしながら、熱心

に聞いていました。 

 
   

 

 

 

ＰＴＡ奉仕作業への御協力 
 

日  時：令和２年１０月１７日（土）  

午前８時～午前１０時 

参加者：１、２町内のＰＴＡ全会員 

      第１回奉仕作業に出席できなかった 

３、４、５､6町内のＰＴＡ会員 

本部役員・環境整備部員 

      学校職員 

内 容：校庭・中庭・裏山の除草 

準 備：草刈り機、ちょんちょん鍬、軍手、 

草を入れる物（ショミ、いしみ） 

帽子等 

     ※お茶を用意しますが、各自で水 

分補給ができるよう熱中症対策 

をお願いします。 

 

例年参加者は、親子としていましたが、新型

コロナウイルス感染拡大防止として、保護者

のみ参加とします。 

          

夏休み前にチャレンジしていただいた、

親守詩コンクール作品から、作品を紹介

していきます。 

上の句は子供が、下の句は御家族のみ

なさんからの応答の句となります。 

マ
マ
大
好
き 

た
ま
に
お
こ
る
と 

こ
わ
い
け
ど 

怒
っ
て
い
て
も 

マ
マ
も
大
好
き 

（
一
年 

小
原
り
ん
か
さ
ん
） 

ね
る
時
は 

夢
を
見
る
時 

楽
し
み
だ 

寝
ぞ
う
悪
す
ぎ 

 

ど
ん
な
夢
な
の 

（
四
年 

畠
山
れ
お
ん
さ
ん
） 

砂場に、ふかふかの新しい

砂が入りました。幅跳びで

新記録！？が出そうです！ 

『差別はだめ！絶対に！』 
コロナウイルス感染者に対する誹謗中傷が後を絶たない状況

下にある中、先日全学年で道徳の授業を通して「コロナ感染によ

る差別をしない」内容を扱いました。 

＜授業後の子供の感想より＞ 

・差別は絶対だめだと思う。感染しても感染していなくても、そ

の人に対する傷つく言葉は、嫌な思いをさせてしまう。 

（6年 須藤美咲さん） 

・コロナは努力してもかかってしまうから、いじめることはダメ。

コロナは自分からかかりたいと思っていないから、いじめるこ

とはダメだと思う。（4年 村田謙心さん） 

・悪気もないのに、言ったらかわいそうだと思う。 

（2年 福代悠人さん） 

感染された方への誹謗中傷のニュースな

どをもとにして、ぜひ御家庭でも「コロ

ナ感染による差別」について話題にして

いただきたく願います。 


